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　アンケート調査は，総配布数は 1292通，回収数が 651通，回収率は 50.4％であった．調査対
象者の属性は，男性 189名，女性 453名である．調査回答者は，本人（家族等による代筆を含
む）443名，家族 160名，その他 15名，無回答 33名である．調査対象者の年齢は，平均 81.31
歳（SD＝ 8.5650），最高年齢 101歳，最低年齢 50歳であった．






























































































で 67.1％であるが，家族等の回答だと 84.6％と，20％弱の差が見られる（図 4.5，表 3）．加えて
回答者をグループ化変数として，独立サンプルの t検定を実施した．その結果，本人（平均 2.24









るのに対して，家族等の回答だと約 37％となっている（図 6.7，表 4）．なお，こちらについて
も回答者をグループ化変数として，独立サンプルの t検定を実施した．その結果，本人（平均
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